
伊

(ー

一一

写 ■廷

＝IＩＥ
、 〆

ー一

Ｎｏｏ５５

Ａｐｒｉｌ－Ｉｇ９７

日本工学アカデミー広報委員会

Office：〒100束京都千代田区丸の内1-5-1
（新丸ビル4階００７）

ｔｅｌ：03-3211-2441～２

ｆａｘ：03-3211-2443

鯵 理事会で社団法人化の方針決定－４月２３日(水)に臨時総会一

このニュースがお手元に届く頃には、’1本工

学アカデミーを社団法人に再編成することにつ

いての会長よりの御案内が会員の皆様のもとに

ついていることと存じます。

法人化は創立以来の懸案でしたが、蚊近２年

間の理事会を中心とした精力的な検討・準備の

結果、去る３月19日(水)の理事会で、会長信で

御案内の通り、最終的な方針が決定され、下記

の予定で臨時総会および社剛法人'二|本工学アカデ

ミーの設立総会が開かれることになりました。

法人化は、日本工学アカデミーにとって極め

て重要な決定ですので、会員の皆様には是非共

御出席頂きたいと存じます。また、やむを得ず

引部会に関する内規が決まる

日本工学アカデミーでは創立以来、その活動

のうち相当の部分について専門部会を編成して

実施しています。専門部会については1987年の

創立当初重要と考えられていた分野の材料、情

報、バイオの３専門部会が発足し、その後1991

年に地球環境、1995年にはエネルギーのiIlj専門

部会を加え、現在５つの専門部会が活動してい

ます。尊｢111部会の設立、活動、運営の方法につ

いては、成文化された規則等はなく、各馴ilj部

会のド|主的な運営に任されており、常織的な線

が悩行として確立されてきておりますが、専門

部会によってその方法に若干の違いも出てきて

おり、会員の一部より分かりにくい、参加しに
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欠席される会員の方々で、いまだ委任状をお出

し頂いていない方は、会長よりの御案内に同封の

はがきに賛否を御記入の上、至急御返送下さい。

記

日本工学アカデミー臨時総会

社団法人Ｈ本工学アカデミー設立総会

日時：1997年４月23日（水）１４:00～16:００

場所：東#峰会館本館３Ｆ桃李の間

（千代田区麹町l-4Tel:03-3265-5111）

目的：日本工学アカデミーの社団法人化のた

めの諸決議を頂くため。
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くいとの御批判も頂いておりました。

一方、理事会においても、専門部会が日本工

学アカデミーの目的を追求するための手段であ

る以上、その自主性は尊重するにしてもアカデ

ミーの組織として規定すべき基本的な点につい

てだけ、最低必要な基準を内規等に定める必要

があるのではないかとのことになりました。

そこで､昨年末以来蛸子理事を委員長として、

本件のための小委Ｌｌ会を締成し、各専門部会長

の御意見も伺った上で、専門委員会に関する内

規案を作成、去る３月１９１１の理事会で審議の結

果、この案を日本工学アカデミーの内規として

下記の通り承認したものです。
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専門部会に関する内規

１．専門部会は日本工学アカデミーのＦ１的を達

成するために必要と考えられる専門的な問

題について調査研究し、見解を取りまとめ

て必要に応じ、提言、普及活動等を行う。

2．会員は専門部会の設置を理事会に提案する

ことができる。

3．専門部会の設置、改廃には理事会の議決を

必要とする。

4．会員は希望する全ての専門部会(下部組織

を含む）に参加できる。

5．専門部会長は理事会の承認を得て会長が任

命するものとし、その任期は２年を単位と

して、２期４年限りを原則とする。但し、

特に事情ある場合は理事会の承認により、

２年以下の期間で任期を延長する事ができ

る。

６．部会長は毎事業年度の事業計1111i及び予算を

理事会に提出し、理事会及び総会の承認を

受ける。

７．専門部会が独|Ｊ１に他のH1体と共同して行事

を開催する場合は、所定の内規に従う。

8．専門部会長は、上記１．の目的遂行に必要

な場合には、会員以外の専門委員、スタッ

フ等を委嘱することができる。

この内規の意図するところは、専門部会につ

いて、総会、理事会、会長が介入する範囲とそ

の介入の方法に関し規定し、それ以外のことに

ついては専門部会長の裁量を最大限認めようと

するものです。現在、各専門部会長が裁量され

ている範囲と比べ殆ど変わりませんが、それ以

外では理事会として、（１）日本工学アカデミー

は、その目的のための事業を行うために、会員

より会費を集めて運営されている団体であっ

て、他の団体等の事業を奨励、後援するための

資金援助団体ではないことが創立以来の基本的

精神であること。及び、（２）日本工学アカデミ

ー、またはその会長名でなされる対外発言には

それなりの責任が伴うため、責任当事者の承認

を頂くのが常識であろう、との２点について日

本工学アカデミーの方針を明確にしようとする

ものです。

鶴 情報専門部会へ参加のお誘いと最近の活動

情報専門部会は今まで下記の活動を行って参

りました。その活動成果は談話サロン、EAJ

Infbrmation等を通じてアカデミー会員に周知し

ております。

今後その活動をさらに活発にし活動状況をよ

り深くご理解いただくために、広く本専門部会

の活動に関心のある会員の参加をお願いする事

にいたしました。

部会員は部会に出席して発言出来るだけでな

く、部会の資料、議事録等をお送り申し上げま

す。

関心のある会員の枝極的な参加をお願いしま

す。ご希望の方は任意形式の参加申し込みを工

学アカデミー事務局までお届け下さい。

｢Ｉ情報専門部会活動状況」

情報専門部会は工学アカデミー創立とともに
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情報専門部会部会長戸田
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設立された伝統ある専門部会である。創立以来

ソフトウエア教育、電子・通信工学関連人材育

成策、情報工学の国際水準調査等のテーマで検

討を進め、その調査結果および対処策の提言等

を各種シンポジウム、談話サロン等で発表した。

平成７年度から現在まで

（１）我が国における研究開発空洞化に関する

調査及び提言（主査青木利晴）

（２）我が国における情報工学振興策に関する

調査及び提言（主査大須賀節雄）

（３）研究情報ネットワークを利用した学術研

究遂行上の諸問題の調査及び提言

（主査戸田巌）

の３テーマを取りあげ検討を進めている。

当専門部会は学術会議と密接な関連を持って検

討を進めることを運営方針としている。第１のテ

ーマは電子・通信工学研連と、第２のテーマは情

‘ﾛ画、
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報工学研連と、第３のテーマは第５常置委員会

(学術と情報)と連携して検討を進めている。

研究開発空洞化問題は、製造の空洞化の進行

が将来の研究開発にいかなるインパクトを与え

るかを検討するものである。産業全分野に関係

する一般論と電子・通信産業固有の問題点の双

方を追求している。製造の空洞化が研究開発に

与えるインパクトを回避するには、既存産業の

強化および新規産業の育成をはかり産業構造の

転換を加速する必要がある。現状調査等を行い、

(1)研究開発テーマの戦略的な設定、（２）社会

制度､教育制度の改革が重要なことを指摘した。

引き続き電子・通信分野での重点研究テーマと

してマルチメディアを取り上げ具体的な研究戦

略を検討中である。

これらの検討の中間報告を談話サロン(1995

年10月および1997年１月）、寵気・情報関連５

学会連合大会学術会議シンポジウム(1996年９

月）、雑誌“学術の動向''（1997年２月号)等で

発表している。平成９年度は競終報告のとりま

とめを行い外部に公表する。

情報工学振興策は、ソフトウエア分野では日

米格差が大きいという情報]兵学水準調査の結果

を受けたその対策の検討である。本検討は我が

国ソフトウエア産業の構造的課題を探り、将来

のソフト技術開発の方向と必要な諸施策につい

ての提言を行うものである。

アプローチとしてソフトウエアを社会／制度／

組織／教育／文化の諸側而から訓査、分析、討議

を行い、現象面での日米の相違、現象の理解、立

ち後れの原間解明、問題解決の提言を試みた。

中間報告を談話サロン(1996年３月）に発表し

たところ多数の参加者と活発な討論を頂いた。

鯵 広報委員会から

最終報告を1997年３月にとりまとめ当アカデミ

ーのInfbrmationとして出版の予定である。

研究情報ネットワーク問題は、競近のインタ

ーネットの急激な普及が学術研究にいかなるイ

ンパクトをもたらすか、さらにインターネット

を有効に活用するためにはいかなる施策を要す

るかを検討するものである。

インターネットは研究者個人の研究を効率化

し研究の態様を変貌させるだけでなく、遠隔地

の研究者との共同研究を容易にすることにより

新しい研究形態を誕生させ、同時に研究開発マ

ネジメントの新しい課題を提起する。今後の研

究はインターネットなしには成立しないと言っ

ても過言ではない。

本検討では研究開発にインターネットを有効

に活用するための提言をとりまとめた。ネット

ワーク、コンテンツの整備のための対策、学術

研究にネットワークを利用するための施策が主

要内容である。最終報告を談話サロン(1996年

12月、Informationでも出版予定)に発表した。

平成９年度は次の３課題について活動を行う。

●研究開発空洞化対策

従来の検討の最終とりまとめ

（主査青木利晴）

●情報工学研究開発体制（主査未定）

傭報工学振興策の具体化として研究開発体制

の議論を具体化した提案を行う。

●学術情報データベースの知的財産権保護

（主査苗村憲司）

科研饗の研究成果公開促進制度､著作権制度、

WIPO等で提案されている新たな権利保護制度

等について検討し提案を行う。

広報委員会委員長土田英俊／

＝画南国ロロEg
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広報委員会では、日本工学アカデミーの活動鞭が殆どないとの御指摘あり、 これが問題とし

りますと、会員の対会員及び対外広報について、隔月に委員会

を開きいろいろの視点から議論を重ねておりま

す。アカデミーの主な活動については、隔月刊

のEAJＮＥＷＳに掲載され会員への周知を計って

おりますが､逆に会員各位が何を御考えになり、

また、何を御求めになっているかについての記

て提起されました。事務局によりますと、会員

から本会の運営についての御意見や御要望、広

く工学的問題についての御見解や提言、あるい

は、他の組織団体の動きなどについてのお手紙

などが寄せられることもあり、その都度本会の

関係役員、委員長、専門部会長の皆様にお伝え

EAJNI)ＷＳＮ０．５５１ﾘﾘ7．４３



しているという次第です。当委員会の議論は、

このような会員各位の御提案などの内容を、単

に関係者のみでなく、全会員で共有するのが望

ましいのではないかとの結論になりました。

最近報道機関のニュースなどを見聞しており

ますと、工学に造詣の深い日本工学アカデミー

会員にとっては、理解に苦しむような内容も多

数あります。また、日本工学アカデミーの運営

方法についても、役員や委員の方達がお気付に

ならない問題点も多々あるのではないかと存じ

ます｡例えば､このような内容を"会長への手紙”

の形式で是非広報委員会にお寄せ頂けると有難

いと存じます。従来通り、本アカデミー活動に

ついての会長ほか関係者の参考にさせて頂くば

かりでなく、隔月のEAJＮＥＷＳに掲載したり、

日本工学アカデミー天神論

日本工学アカデミーとは何をする所ですか、

と聞かれたときに、とっさには良い返事が浮か

ばない｡権力を基底価値とする政治・行政組織、

営利を基底価値とする企業組織、などとは異な

るものに違いない、ということは、はっきりし

ているが、何を基底価値とするいかなる組織か

と問われると、中々一口では言えない。

工学アカデミーの最大の特長は会員選考の厳

しさにあり、工学分野において高い業績を持つ

人だけが入会を許される。このことから見ると、

基底価値は学問ということになると思われる

が、それでは大学や学協会とどのように異なる

のか、を言わねばならない。少し大胆な言い方

になるが、とどのつまり大学は人材の生産、学

協会は技術の進歩、ということのために、大き

なお金と人を動かしている。生産とか発展とい

った現業からは離れているアカデミーの占める

べき位置は何であろうか。

先日の工学アカデミーの会合でも、外国のア

カデミーは社会に対して大きなインフルエンス

を発揮しているのに引き換え、わが工学アカデ

ミーはどうも元気がない、という話が出ていた。

現実に何の生産も行わないで、インフルエンス

を持つ組織を日本で探すと、どうしても大蔵省

をはじめとする行政組織に行き着くが、これは

お金を配る組織というわれわれとは異質なもの

４EAJNE雁No.551997.4

場合によってはコピーをそのまま全会員に配布

致しまして、この種の御意見を会員の共有の知

的財産に致したいと存じます。

内容によっては、会長はじめ関係役員へお伝

えも致しますし、御質問の場合にはその内容に

よりまして、該当の有識会員からの回答やコメン

トを併記の形で御配りできればと考えています◎

お手紙の内容、形式、長さ、御投稿の方法な

どは御自由です。誌上匿名については、内容に

より別途御相談させて頂きますが、会員からの

発信であることは確認する必要がありますの

で、完全匿名はお受けできません。

広報委員会の意のあるところを御理解頂き、

会員各位から多数の通信(お手紙)をお寄せ頂け

ることを期待致しております。

増子風／NoBoRUMAsUKo

であるから、除いて考える。とするとあと考え

つくのは、神様ということになる。

わが大和民族には八百蔦の神々がおわします

ので、われわれはそれぞれTPOに応じて、役に

立ちそうな神様を勧請して、おなり頂くという

恵まれたシステムを持っているが、唯一絶対神

の文化圏に比べると、どうも個々の神様の持つ

インフルエンスは大きくない。しかも、当たり

外れ、はやりすたれが激しく、一時人気が出て

も、油断をすると神様でさえすぐに凋落する。

武家が戦勝祈願をするのに人気があった神様

の筆頭は八幡神社で、日本最初の武士政権であ

る鎌倉幕府は鶴岡八幡の庇護のもとに急成長を

遂げた。さしずめ行政組織が利用する、権力の

守り神としての審議会はこの八幡様の系譜に属

するものであろう。

商家が商売繁盛を願ってお参りする神様とし

て、人気があるのはお稲荷様で、油揚げをお供

えすると、現世の御利益を授けて下さる。さし

ずめ企業組織が利用する営利の守り神としての

情報網というものは、このお稲荷様の系譜に属

するものと言えよう。

バブル期以後のわが国は何かおかしい。“そ

れにつけても金の欲しさよ”という、さもしい

心情が蔓延していて、目先の御利益に左右され

る。どうしても現実にお金を配る所に人気が集

ー、

ー、
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まる◎折角インフルエンスをもって基底価値と

しよう、というわが工学アカデミーもこれでは

戦略の立てようがない。昔は村毎に勢力を競い

合う氏子組織があったが、現在では村の境界が

暖昧になり、力を失いつつある。現世の御利益

に忙しい世の中になると、氏子組織だけではう

まく事が運ばない。

学問を基底価仙とする組織は、幸か不幸か、

お金にはあまり縁がない。神様で言えばさしず

め天神様であるが、学問はもともと権力や営利

とは遠いところにあったので、せいぜい入学祈

願の時に頼りにされるだけで、卒業した後は子

供の受験の時期まで、ご縁がなくなる。

最近わが国では、世紀末の閉塞感を突き破る

期待を込めて、科学技術基本法というものが生

まれた。世はあげて科学技術立国である。お蔭

で再び、八幡様とお稲荷様の出番が来ているよ

うであるが、科学技術は学問なしには成り立た

ない、という基本的な性格があるので、学問の

神様としての、天神様が必要になる。すなわち

科学技術を権力と営利の手に委ねてしまうとい

うことでなく、学問の目の届くところに、置い

ておくことが必要になる。

天神様の由来は、権力から遠ざけられた恨み

を凝縮して、時の天皇に崇りを及ぼした菅原道

真の怨霊を鎮めるために、お社を作ったと言う

ことに始まる。力を封じ込める方策として、神

として祁るというのが我が民族のやり方ではあ

るが、崇りと言わずに、評価という言葉を使っ

てみると、天神様への期待は大きくなる。

科学技術を発達させた基底には、疑いもなく

アングロサクソンの文化がある。政策の実施と

評価がどちらも同様に重視され、評価の結果が

悪ければペナルティーを課せられる。良い評価

を得ればボーナスを貰える。このような文化の

土壌の上では、評価ということが大きなインフ

ルエンスを発揮する。

一方わが国はこれまで“和魂洋才'’でやって

来たので、洋才に関わる部分は肥大と言える程

に発達したが、アングロサクソンの文化が持っ

ている洋魂と言うべき、評価というような機能

は、全く育たなかった。大和民族では評価の役

割を“他人の眼”が果たす。しかし和魂は一方

で、“人の|噂も７５日”という風化を狙って、ひ

たすら嵐を避けて、じっとしていればよいと言

う知恵を持っているので、崎直る気になればど

んな悪いことでもできる、という風潮がでてく

る。洋才に押し流されて、昨今の和魂は堕落の

一途を辿っている。

科学技術基本計画は、今や全地球規模で考え

るべき科学技術に対して、わが国からも発信型

の貢献をしようという思想で組み立てられてい

る。そうなると、どうしてもアングロサクソン

流の評価という機能を、わが国の内部に作る必

要がでてくる。その役割を来たすために、この

機能に雌も近いところにいる組織を探すと、こ

の工学アカデミーになる、と言うことではない

のであろうか。

すなわち、学問を基底価値とする評価組織と

いうのが､冒頭の問いに対する私の答えであり、

工学アカデミー天神論を標梯する所以である。

次に天神はいかに振舞うべきか、という行動論

が来なければならないが、いきなり過激なこと

も書けないので、まずは工学アカデミーの基本

的な立場についての私見を述べるに留める。

第８６回談話サロン『どうなる日本の半導体。コンピュータの研究開発」

一グローバル化か、空洞化か－
ＩｄｌｑＩｌｌＱｌ値可呼守ト｡鯵 情報専門部会専門委員唐津 治夢／OSAMUKARA応じ

日時

場所

諦師

1997年１月14日（火）

弘済会館

伊賀健一氏（東京工業大学、粘密工

学研究所長・教授）

情報専門部会において、一昨年より引き続き 伊賀健一氏

EAJNEWSNo､５５１ﾘリ7．４５



取組を進めている『研究開発における空洞化現

象｣の検討の一環として、主要電子産業に対し

てアンケート調査を行っている。今回の談話サ

ロンでは、その概要報告を伺った。

日本の基幹産業であり、今後の成長も期待さ

れている電子情報通信分野における、主要企

業・大学の現状認識と将来展望について調査し

た。対象各社では、営業品目による違いはある

ものの17％～55％と全産業平均の２倍に及ぶ海

外展開が行われている。また海外研究リソース

の投入という点でも、全体平均の倍近い海外展

開が行われている。更に今後５年間で、更に倍

近い研究開発の海外展開の伸びを見込んでい

る。

半導体分野では、製造プロセスに近い部分の

技術開発は国内で行われているが、設計ＣＡＤ

の開発などは多く国外に出始めている。国外に

出てゆく理由として、海外市場対応に便利であ

るということのほかに、日本と異なる発想の人

材を求めている事は、人材育成上考えなければ

ならない問題である。

コンピュータ分野では、小型機の開発ほど、

海外に展開している例が多く、中には50％に及

ぶものもある。またソフトよりの領域がより海

外に展開している。海外に出る理由は、やはり

人材・コミュニティーに期待するものが多い。

人材育成の観点から、先端分野の大学カリキ

ュラム、企業内教育の実体を見ると、大学では

量子デバイスのように人気の高い講義に集中し

てカリキュラムが設定されているのに対して、

企業では、生産に必須の幅広い科目を熱心に教

青している。

企業と大学との共業の実体を見ると、日本の

企業は、国内の大学とは、幅広く薄く付き合っ

ており、１件当りの委託研究饗も、９０万円弱で

ある。海外大学に対しては、件数が少ないもの

の、１件当り400万円を越す委託費用を支出し

ており、研究成果に対する集中的な期待感を窺

わせる。

全体の回答を通じて､企業人としての認識は、

将来20～50％位の研究開発勢力が海外に展開す

ることを予想している。一方、結果として国内

の研究開発が空洞化することに対しては、極め

て楽観的である。基礎よりの上流部分、ソフト

よりの新技術開発の研究開発が、特段の危機意

識もなく国外に出ていく様子は、問題である、

と指摘された。

まとめて、以下のコメントがあった。すなわ

ち、「これらの事象への対策は容易でなく、社

会構造、日本人の意識改革を含めて腰を据えた

取組が必要である。ヒューマニスティックな合

理性、個人から周囲を考えて合理的な社会を作

って行く姿勢が求められる。大学も企業も、学

生に魅力ある大学、．働きやすい会社が大切。快

適な社会は快適な会社から構成されるのではな

いだろうか｡」

講演の後、活発な質疑応答が行われた。研究

開発空洞化の定義についての認識、回答結果に

ついての意見、対策としての教育に対する期待

など、多くの意見が出された。今後最終報告を

まとめる過程で、これらの意見を織り込みたい

との集約がなされた。

鱗 第８７回談話サロン ｢人工臓器と臓器移植一補助人工心臓の役割一」

『

松田 輝 氏
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日

場

識

時

所

師

Ｉ‐‐-｜ｰ

三上屋喜一／KII
■画画料ロｇ

ＣＨノ７~Ｆ【/ＣｊＷ別

1997年２月４１１（火）

弘済会館

松H１１随(ひかる)氏

(大阪大学医学部教授〔第一外科〕）

第87ｍ談話サロンでは、「人工臓器と臓器移

植一補助人工心臓の役割一」について、この分

野の第一線で活雌されている大阪大学医学部外

'~、

伊南為



科学第一教室の松田I唾教授から講演を伺った。

病気の治療は、薬の服用をへて患部を取り去

る外科的処置によって進歩してきたが、取り除

いた臓器を機械で製作し置換する人工臓器治療

と、他人から生体臓器を提供してもらい置換す

る臓器移植治療が､現在のテーマになってきた。

当日は主に心臓病の治療について、人工心臓と

心臓移植の現状と問題点が指摘された。

心臓移植は世界で年間3000例ほど行われ、５

年生存率が75％に達し､最長22年生存している。

しかし移植心臓の入手困難と免疫反応という問

れず臓器移植法案の群議もおくれている。一方、

完全埋込型の人工心臓は生体適応材料、体内へ

のエネルギー伝送法など解決すべき問題はある

が、短期間の使用はできるようになったので、

心臓移植までのつなぎ(ブリッジ)として適用さ

れ、一部心不全には補助人工心臓として生体心

を残したまま短期間駆動して治療を行えるよう

になり、国産の血液ポンプシステムも開発され

臨床応用されるようになった。

講演後、抗血栓材料、エネルギー源(電池)、

エネルギー伝送法などについて大変活発な質疑

▼

麓
凹 ■ ■

題をかかえ、特にわが国では脳死問題が解決さ応答が行われた。

鯵 日本学術会議第５部会員との懇談会
ｌｌｌｉｌｉＦ－ 画麺ロ駆耳

３Ａﾉ<ｍＲＡノ『劃 桜井宏／HKRosHI

政府組織の一部であるのに対し、日恒例の日本学術会議

第５部会員との懇談会

本工学アカ】１

デミーは欧米諸国の工学アカデミー同様いわゆ

則

f唾、

ｒ
ｌ

咽

Ｙ

ｒ
Ⅸ
Ｎ
Ｆ
Ｔ

『｜

リ
Ｐ１

円

あった。

jL
d

‘

術の進行状況も含めた岐近の日本工学アカデミ

ーの活動についてのお話があった。また、日本

面ロ
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学術会議第５部を代表して、内田第５部長

(アカデミー会風)から、アカデミーと日本

学術会議との協力関係をさらに緊密にした

い旨の御挨拶を頂いた。その後、日本学術

会議会員でもある西津副会長の御発声で乾

杯、懇談に入った。

日本学術会議(特に第５部)と日本工学ア

カデミーとは、その目的、活動等に類似の

部分が多いが、Ｈ本学術会議は、会員が学

術団体から推薦・選出されてはくるものの、



望

(３，７）小宮I|Ｉ宏
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分野（１）

（２）

分野（１） 加藤仲一

安西祐一郎

トヨタ自動車(株)専務取締役

慶懸義塾大学理工学部単部長

（情報工学科)教授

早稲田大学理工学部教授

（電子通信学科）

三菱電機(株)顧問

東京大学工学部教授

（電子工学科）

東京大学工学部教授

（電子情報工学科）

東京大学工学部教授

（電子情報工学科）

東北大学大学院工学研究科教授

（龍子工学専攻）

東京大学大学院工学系研究科教授

（化学システムエ学専攻）

旭硝子(株)技術本部

取締役技術担当専務補佐

東北大学素材工学研究所所長

（素材形態制御研究部門)教授

早稲田大学理工学部教授

（応用化学科）

慶唯義塾大学大学院教授

（政策・メディア研究科）

東京大学工学部教授

（建築学科）

前田建設工業(株)取締役会長

東北大学素材工学研究所教授

東海大学工学部教授

（航空宇宙学科）

検浜国立大学学長

神奈川大学工学部教授

（経営工学科）

(株)国際基盤材料研究所特別顧問

(２） 大附辰夫

（２）

(２，６）

大野柴一

神谷武志

(２） 斉藤，忠夫
〆、

(２） 羽鳥光俊

(２，７）星宮

以上20名

、
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、
ノ

別
４
刈
宏

ｒ
Ｉ
／
Ｉ

(３） 佐藤公彦

(３） 島田昌 彦

(３） 豊倉賢

伊･藤滋
伊再、

香山静夫

、
ノ
、
ノ
、
ノ

川
詮
底
』
侭
Ｕ

ｒ
ｌ
ｒ
ｋ
ｒ
、

前ＨＩ又兵衛

江見俊彦

相原康彦

(６，１）板垣浩

(６，２，７）唐津豊

(７，２）篠閉大三郎
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第１１回通常総会開催通知

会員各位

日本工学アカデミー

1997年５月１５日(木)午後２時より、東京都港区虎ノ門４－１－１．，虎ノ門パストラルに

おいて、下記議題により本会第１１回通常総会を開催致します。

尚、正式通知は別便でお手元にお届け致します。

議 題

１）1996年度(平成８年度)事業報告及び収支決算報告

２）1997年度(平成９年度)事業計画及び予算

３）1997年度(平成９年度）日本工学アカデミー役員選出

４）社団法人化について

５）その他
Ｐ

日
会

総会後、例年通り各委典会・専門部会報告、特別講演、懇親会を計画しております。

特別諦浪には、｜|本工学アカデミー副会長で、(財)半導体研究振興会半導体研究所所長

西洋潤一氏による、「工学教育と工業」を予定しております。

尚、この通常総会は第１ページに御案内の臨時総会とは別の総会ですので、お間違いの

ない様にお願い11:Ｉし上げます。

協

王
止
〈

言
脚

《協賛・共催》 《プログラム要点》

テーマ：工学教育の国際化と評価認定制度

一大学と企業の教育の方向性一

◇セッション１

講演①「主要国の専門技術者資格取得と

．工学教科課程の評価認定」

（社)日本工学教育協会専務理事

原田耕作氏

講演②「我が国における工学教育のアク

レディテーションシステムのあ

り方について」

工学院大学学長・日本学術会議会員

大橋秀雄氏(当会会員）

時：1997年５月１６日（金）10:00～16:５０

場：土木学会図書館講堂

（新宿区四谷１丁目無番地

Tel:03-3355-3442）

催：（社)日本工学教育協会

催：関係20学協会

賛：日本工学アカデミー他

工学教育連合講演会



その周辺の問題一

＊EleventhReportofSCOSS（TheStandingCom‐

mitteeonStructuralSafety）：“StructuralSafety

l994-96:Reviewandrecommendations(48pp.)'’が

事務局に届いております。御希望の会員には貸

出を致しますので、事務局迄御連絡ください。

Ｈ時：1997年５月2011（火）１３:00～１７:００

会場：名古屋大学・シンポジオン

主催：(社)日本工学教育協会・東海工学教育

協会

共催：日本工学アカデミー、日本学術会議他

参加費：無料

基調講演：「歴史的転換期の渦中にある工学」

籍古屋大学理工科学総合研究センター長

土木学会会長・'二1本学術会議会員

松尾稔氏（当会会員）

◇セッション２

講演③「日本技術者の国際化対応」

大成建設株式会社国際事業本部

土木部長

草柳俊二氏

◇セッション３

講演④「工学系大学における留学生の受

け入れのあり方について」

埼玉大学大学院政策科学研究科長

東南アジア太平洋工学連合会会長

西野文雄氏（当会会員）

講演⑤「持続的成長にはたす工学の役割」

慶雁義塾大学大学院政策・メディア

研究科教授

茅陽一氏（当会会員）

参加没：5,000円

事務局人事

1997年３月１日付発令

青盛祐子(事務局職員）

３月３１日付退職

匿瀬朋子(事務局職員）

l0EAJNEWSNo’５５１”7.4

神野博会員

福井大学学長京都大学名誉教授

1997年２月２１日逝去享年70歳

鐸閃、
ｈ

野 尻陽一会員

鹿島建設(株)代表取締役副社長

1997年３月29日逝去享年60歳
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シンポジウムエ学教育の現状と将来

－エ学教育のコア・カリキュラムと
謹んで御冥福をお祈り申し上げます。

眉鵬日本工学ｱｶヂﾐー 広報委員会

ー、，

＊昨'0月23日付けで会員の皆様にお届けした、

｢科学技術振興のためのCOE構築へ向けて税財

制而からの一提案」の改訂版（より数値を新し

くしたもの：l8Pp.）が届いております。御希望
の会員は、事務局迄お問い合わせください。
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◇お問い合わせ先は、共に

（社）日本工学教育協会

東京都港区三田3-5-21三出アルスビル

Tel:03-5442-1021Fax:03-5442-0241


